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平成 3年 1月， r 2腎性 1クリップ腎血管性高血圧
ラットの慢性期高血圧維持における副腎皮質ステロイ
ドの役割」を主論文とし，他5編を参考論文として，
長崎大学医学研究科委員会に医学博士の学位を申請し
た。長崎大学医学研究科委員会は，論文内容の要旨お
よび研究歴を検討して受理を決定後，上記の審査委員
を決定した。委員は主査を中心に慎重に審査するとと
もに，平成 3年 3月6日の定例大学院医学研究科委員
会で審査結果を報告した。
主論文は，腎血管性高血圧症の慢性期の高血圧維持
における副腎皮質ステロイドの役割を検討したもので
ある。ラットを用いて 2腎性 1クリップ腎血管性高血
圧を作成し， 8週間後の慢性期に 2群に分けた。トリ
ロスタン群には，副腎皮質ステロイド合成阻害剤であ
るトリロスタン20昭 /kg/dayを7日間投与し，対照群
にはアラビアゴム溶液を投与した。投与前日，投与 3
日目および 7日自に収縮期血圧測定，体重測定および
24時間採尿を行い，投与8日目に断頭し血液を採取し
た。収縮期血圧，原中 Na排世量，血紫レニン濃度，血
紫アルドステロン濃度，血援コルチコステロンおよび
ACTHを測定し，トリロスタン群と対照群で比較検討
した。その結果，1)収縮期血圧は， トリロスタン群
では投与前日と比較して投与 3日目 7日目で有意な
降圧を認めたが，対照群では有意な降圧を認めなかっ
た。 2)尿中 Na排世量は，投与前日では両群に有意差
を認めなかったが，投与 3日目でトリロスタン群に有
意な増加を認めた。投与 7日目では両群に有意差を認
めなかった。 3)血竣レニン濃度は有意差を認めな
かった。血援アルドステロン濃度および血竣コルチコ
ステロンはトリロスタン群で有意な低値を認めた。
ACTHはトリロスタン群で有意な高値を認めた。これ
らの結果より， トリロスタンが副腎でのアルドステロ
ンおよびコルチコステロンの分泌を減少させ，.二次的
な体液量の減少を来して血圧を低下させたと考えられ，
腎血管性高血圧症のd慢'性期の高血圧維持における副腎
皮質ステロイドの明瞭な関与を示した。
医学研究科委員会は審査委員の報告に基づき，これ
を討議に付し審議した結果，本論文は腎血管性高血圧
症の解明に貢献するものであり，学位に値するものと
して合格と判定した。
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